
小 5理科(下) 第 10回 ばね・浮力・圧力 補足問題解答 2024/11/02改訂 氏名( つるまき ばねこ )
入試で漢字指定が多いため漢字で書けるようにしておくこと。

1 4
地面からの水面の高さは同じになる。
水の体積＝(100㎠＋50㎠)×5㎝＝750㎤のため、
(750㎤－100㎠×1.5㎝)÷(100㎠＋50㎠)＝4㎝になる。

2 450 水面が 3㎝ずつ増えたから。

3 6
50㎠×3㎝だけ水が増えたのと同じだから、(50㎠×3㎝)÷(100㎠＋50㎠)＝1㎝ずつ水面が高
くなる。

4 ウ

5 ウ

6 0.6 25㎠×3㎝＝75㎤分の水の重さ(75ｇ)がこの立方体の重さ。

7 25
Aの浮力＝125gから Aの重さ＝75ｇを引いた 50ｇが上向きにはたらく力になるから、のび＝
5㎝＋Bの自然長の 20㎝＝25㎝。

8 350
図 3の水面＝25㎝＋5㎝＋3㎝＝33㎝だから、40㎠×(33－23)㎝＝400㎤から Aの体積の 2㎝
分の 50㎤を引いた 350㎤。

9          ばねののびの 5 ㎝＋A の 2 ㎝＝7㎝がポイント

10 19.25
水の体積は図 2より 40㎠×23㎝－25㎠×3㎝＝845㎤と分かるから、水面は(845㎤＋125㎤)
÷40㎠＝24.25㎝が求まり、24.25㎝－5㎝＝19.25㎝になる。

11
57.5

ばねは 0.75㎝だけ縮んでいるから、0.75㎝＝7.5ℊで押されていることが分かる。
つまり、下向きの力(おもり Cの重さと＋Aの重さの 75ℊ)が、上向きの力よりも 7.5ℊだけ大きい
ということです。下向きの力＝7.5ｇ＋浮力の 125ｇ＝132.5ｇ。
おもり Cの重さ＝132.5ｇ－Aの重さの 75ｇC＝57.5ｇと求まります。


